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ビジネスエンジニアリング SCM コラムシリーズ 

サプライチェーン マネージメントとは、 

そもそもが CPS (Cyber-Physical System) 
であり、デジタルツイン化である 

前回のコラム「『オムニチャネル化』に対応したサプライチェーンこそが、コロナ禍を乗り切る鍵となる」

では、今日の新型コロナによるパンデミックや様々な自然災害等にも対応できるような、「選択しうる

情報」を柔軟に選択・変更できるサプライチェーン モデルの重要性を説明した。今回は、現実世界の

サプライチェーンをコンピュータ上に展開して、実際の業務に添った流れを構築する＝デジタルツイン

化での課題について指摘する。 

https://column.b-en-g.co.jp/scm/omni-channel.html
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サプライチェーンのモデル化とは 

SCM (Supply Chain Management) は、

「価値提供活動の初めから終りまで、つまり原材

料の供給者から最終需要者に至る全過程の

個々の業務プロセスを、一つのビジネスプロセス

としてとらえ直し、企業や組織の壁を越えてプロ

セスの全体最適化を継続的に行い、製品・サー

ビスの顧客付加価値を高め、企業に高収益をも

たらす戦略的な経営管理手法」 である、と定義

される。（米国サプライチェーン カウンシルより） 

つまりサプライチェーンとは、「原材料の供給

者から最終需要者に至る全過程の個々の業務

プロセスを、一つのビジネス プロセスとしてとら

える」ものであり、それら一連のビジネス プロセ

ス（モノと情報の流れ）を概念化することをモデ

ル化という。（詳細なモデル化の手法は、サプライ

チェーン カウンシルが SCOR: Supply Chain 

Operations Reference Model として提唱し

ている。） 

そして、このような現実世界のサプライチェー

ンをコンピュータ上に展開して、実際の業務に添

った流れを構築するためには、必要部材の納期

や数量、部材や仕掛品の置場や置場制限、工程

ごと・工程間のリードタイムや生産制約・ルール、

また物流におけるリードタイムや物流制約、さら

に拠点ごとの在庫数量や安全在庫の上下限値

などの様々なモデル上の情報をデータ化し、数

値化されたデジタル情報としてコンピュータに理

解させる必要がある。 

需要やその予測を 100%正確に見極めること

は不可能である未来に対して、数値化されたデ

ジタル情報によってコンピュータ上に構築された

サプライチェーン上で、未来に対する様々なシミ

ュレーションや計画が可能になるのである。 
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CPS 化されたサプライチェーン計画の課題 

現実世界のサプライチェーンをモデル化し、そ

れを CPS 化してコンピュータ上のサイバー環境

に構築できたとしても、実際の現実世界を表現

するためにはさらに重要な課題がある。 

顧客の需要は常に変化（予定外の受注やキャ

ンセル、または数量変更や納期・向け先変更な

ど）する可能性があり、また生産や物流において

も予測外の問題（ライン故障、品質低下、部材納

期遅延、物流事故、気象変化等による物流遅延

など）の発生により、計画の遂行を阻害する事象

が数多く発生する。つまり、現実の世界では常に

サプライチェーン上に変化が発生する可能性が

極めて高く、これらの突発的な変化を如何に速

やかに CPS 化されたコンピュータ上のサプライ

チェーンに反映するかということが重要になる。 

前回のコラム（「オムニチャネル化」に対応し

たサプライチェーンこそが、コロナ禍を乗り切る

鍵となる）では、「変動しうる情報」と、「選択しう

る情報」について述べた。一方で、コンピュータ

上にデータとして再現した現実世界のモノと情

報の流れに基づいて計画を策定し、その計画に

基づいて実行した結果をチェック・分析し、その

結果の予実乖離に対しての修正を行い、また次

の 計 画 に 繋 い で い く  Plan-Do-Check-

Adjust のクローズド ループを頻度高く行うこ

とにより現実世界での変化に対し、迅速にそして

柔軟に対応していくための仕組みが必要不可

欠である旨も述べた。そして、今日の新型コロナ

によるパンデミックや様々な自然災害等にも対

応できるような、「選択しうる情報」を柔軟に選

択・変更できるサプライチェーン モデルの重要

性を説明した。 

これを踏まえ、他律的に変化をする現実世界

の情報を如何に迅速に、理想的にはリアルタイ

ムやそれに近い形でコンピュータ上に展開され

たサプライチェーン モデルに反映させていくか、

ということが極めて重要になるのである。 

しかし、現実は、多くの場合、これらの変化情

報に対する CPS 化されたサプライチェーン モ

デル（計画システム）への反映が、受注システム

での夜間バッチ作業完了を待たなければならな

かったり、工程の作業実績情報が作業後の工程

管理システムへの手入力であったり、さらに場合

によっては管理者の承認後にやっとそれらの情

報が連携、反映されるなど、多くの待ち時間を要

しているのが実情である。 
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日本において SCM という概念が一般化して

きた 2000 年代に比べると、その後の 20 年間

におけるハードウェア、ソフトウェアの技術は格

段に進化してきており、現実世界における変化

情報をリアルタイムにデータ化して、瞬時にサプ

ライチェーン計画を策定するサイバー環境（コン

ピュータ）に送る、といったことは容易に実現でき

るようになってきている。 

一方、製造設備の IoT 化や基幹業務システム

とのデータのリアルタイム連携化には大きな投

資コストや実現までの時間が必要であり、IoT 

によるインダストリー4.0 が提唱されて既に 8 年

ほどが経過している現在においても、未だ広く対

応が浸透しきれていないことからも、その難易度

を計り知ることができる。 
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サプライチェーン モデルの CPS 化と 
デジタル ツイン化の早期実現に向けて 

達成すべき業務としての「目的」と、それを実

現するためのシステムとしての「手段」は、常に表

裏一体であり、そのどちらかが欠けても目標を達

成することはできない。そのため、目標に向けた

業務目的とその実現手段という一体の仕組み構

築においては、如何に効率的な実現手段を検討

するかということが求められる。 

前述したように、CPS 化、デジタル ツイン化の

ためのハードウェアやソフトウェアは、今日におい

ては従来とは比較にならないほどに進化しており、

仮に CPS 化されたサプライチェーン モデルへの

必要情報の連携に時間を要するとしても、ひとた

び情報が連携されれば瞬時の計画作成、再作

成ができる仕組みの構築が可能となっている。

つまり、現実の世界では常にサプライチェーン上

に変化が発生する可能性が極めて高く、これら

の突発的な変化を如何に速やかに CPS 化され

たコンピュータ上のサプライチェーンに反映する

かということが重要になる。 

そしてさらには、 図のように IoT を活用した

デジタルツイン化による CPS としてサプライチ

ェーン モデルを構築（または再構築）することに

よって、オムニチャネル化にも対応できる柔軟性、

即時対応性をも強化することが可能となるので

ある。
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ビジネスエンジニアリングは、お客様の目的や状況に合わせ、 
最適なソリューションをご提供いたします。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   本件のより詳細な情報については、弊社窓口までお問合せ頂けますよう、お願い申し上げます。                                     

 
 

 

   
本社 〒100-0004 東京都千代田区大手町 1-8-1 KDDI 大手町ビル 

関西支店 〒532-0011 大阪府大阪市淀川区西中島 6-1-1 新大阪プライムタワー 4 階 

中部営業所 〒460-0003 愛知県名古屋市中区錦 3-4-6 桜通大津第一生命ビル12 階 

https: www.b-en-g.co.jp/ 
 
記載の社名および製品名は各社の商標または商標登録です。 
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